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近
年
、
全
国
各
地
で
当
事
者
の
知
ら

な
い
間
に
虚
偽
の
住
民
異
動
届
が
提
出

さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
、
被
害
者
が
大

き
な
精
神
的
苦
痛
を
被
っ
た
ば
か
り
か
、

住
民
基
本
台
帳
管
理
に
対
す
る
市
民
の

皆
さ
ん
の
不
安
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
事
件
の
再
発
防
止
と
、

住
民
基
本
台
帳
運
用
に
対
す
る
信
頼
を

確
保
す
る
た
め
、
平
成
17
年
10
月
1
日

か
ら
従
来
の
戸
籍
の
届
け
出
に
加
え
、

左
記
の
届
け
出
に
も
身
分
証
明
書
を
提

示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
新
た
に
身
分
証
明
書
が
必
要
と
な
る

届
け
出
】

転
入
届
・
転
出
届
・
転
居
届
・
世
帯

主
変
更
・
世
帯
合
併
・
世
帯
分
離
な
ど

※
本
人
又
は
世
帯
主
以
外
の
方
が
手
続

き
す
る
場
合
に
は
、
委
任
状
が
必
要
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
身
分
証
明
書
に
つ
い
て
】

運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
証
、
年

金
手
帳
、
学
生
証
な
ど
官
公
署
な
ど
が

発
行
す
る
身
分
証
明
書
。

な
お
、
右
記
の
身
分
証
明
書
を
お
持

ち
で
な
い
方
で
も
、
届
け
出
は
で
き
ま

す
の
で
、窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

（
本
人
確
認
の
で
き
な
か
っ
た
届
け
出

人
に
対
し
て
は
、
直
接
郵
送
に
て
「
お

知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。）
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市
民
総
参
画
に
よ
る
共
創
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
地
域
づ
く
り
団
体
な

ど
が
行
う
事
業
を
支
援
す
る
「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
支
援
事
業
（
愛
称：

や
る
気
応
援
事
業
）
補
助
金
」
の
追
加

募
集
を
行
い
ま
す
。
皆
様
の
や
る
気
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
団
体

次
の
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る
団
体

①
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

②
恒
常
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
貢

献
で
き
る
団
体

③
概
ね
3
年
以
内
に
組
織
さ
れ
た
団
体

④
概
ね
5
人
以
上
で
組
織
さ
れ
た
小
規

模
な
団
体

⑤
上
部
組
織
の
傘
下
に
な
い
団
体

※
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
防
犯
協
会
な
ど
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
事
業

他
の
団
体
な
ど
か
ら
補
助
を
受
け
て

い
な
い
事
業
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
事
業

①
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

に
資
す
る
事
業

②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
が
図
ら

れ
る
事
業

（
例
）
講
演
会
・
研
修
会
な
ど
の
開
催
、

み
こ
し
、
太
鼓
な
ど
イ
ベ
ン
ト
用
備
品

の
購
入
、
体
験
農
業
・
野
外
活
動
の
実

施
な
ど

●
補
助
内
容

①
補
助
率
　
補
助
対
象
経
費
の
2
分
の

　は問い合わせ先です�

県
内
で
は
毎
年
10
件
前
後
の
農
作
業

死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
3
月
末
か
ら
4
月
の
農
繁
期

に
、
立
て
続
け
に
6
件
の
農
作
業
死
亡

事
故
が
発
生
し
、
う
ち
5
件
ま
で
が
60

歳
以
上
の
高
齢
者
で
し
た
。
ま
た
、
事

故
の
原
因
と
し
て
ト
ラ
ク
タ
ー
が
5
件

と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
秋
の
収
穫
作
業
が
始
ま
る

に
あ
た
り
、
農
作
業
事
故
の
発
生
が
予

想
さ
れ
ま
す
。「
慣
れ
た
仕
事
だ
か
ら
」

と
油
断
せ
ず
、
機
械
は
使
う
前
に
点
検

を
行
い
、
道
路
の
崩
れ
が
な
い
か
な
ど

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

焦
り
、
急
ぎ
は
事
故
の
も
と
で
す
。

十
分
な
休
憩
を
入
れ
た
余
裕
の
あ
る
作

業
計
画
を
立
て
て
農
作
業
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

9
月
15
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
秋
季

農
作
業
安
全
運
動
期
間
で
す
。

「
農
作
業
は
急
が
ず
　
あ
せ
ら
ず
　
段
取
り

よ
く
！
　
あ
な
た
が
見
せ
る
模
範
作
業
」

M
農
林
課
0
2
2
―
1
2
5
3

平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
転
入
・
転
出
・

転
居
な
ど
の
住
民
異
動
届
け
出
に
身
分
証

明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
毎
年
誕
生

月
の
初
旬
に
送
付
さ
れ
る
の
が
「
現
況

届
」
で
す
。

こ
の
届
出
に
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名

な
ど
を
記
入
し
、
誕
生
月
の
末
ま
で
に

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
へ
到
着
す
る

よ
う
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
現
況
届
」を
忘
れ
る
と
、提
出
さ
れ

る
ま
で
年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
り

ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
現
況
届
」
の
は
が
き
が
届
か
な
い

と
き
や
紛
失
し
た
と
き
は
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〜
ご
用
心
・
ご
用
心
〜

最
近
、
社
会
保
険
の
関
係
団
体
な
ど

を
名
乗
り
、「
国
民
年
金
の
未
納
期
間

が
あ
る
と
年
金
が
一
切
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
」
と
い
っ
た
内
容
の
文
書
が
届
く
な

ど
、
不
審
な
行
為
が
全
国
的
に
発
生
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
電
話
に
よ
る
個

人
情
報
（
ご
家
族
の
勤
務
先
の
名
称
、

所
在
地
、
電
話
番
号
な
ど
）
の
収
集
に

つ
い
て
も
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
不
審
者
や
電
話
な
ど

に
よ
る
照
会
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

場
で
即
答
せ
ず
に
相
手
の
所
属
と
氏
名
、

連
絡
先
な
ど
を
確
認
し
、
近
く
の
社
会

保
険
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

M
社
会
保
険
事
務
局
大
河
原
事
務
所
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仕
事
な
ど
で
平
日
の
時
間
内
に
納
付

で
き
な
い
方
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

9
月
か
ら
毎
月
25
日
以
後
の
お
お
む
ね

水
・
木
曜
日
に
、
午
後
7
時
30
分
（
市

税
は
午
後
8
時
）
ま
で
、
夜
間
収
納
総

合
窓
口
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

市
税
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
水
道
料

や
保
育
料
な
ど
、
市
で
取
り
扱
う
す
べ

て
の
税
金
・
料
金
を
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
裏
表
紙
に
掲
載
し
て

い
ま
す
日
程
を
ご
確
認
の
上
、皆
さ
ん
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

M
収
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9
月
か
ら
夜
間
収
納
総
合
窓
口
を
開
設
し
ま
す

暦
で
は
秋
で
す
が
ま
だ
ま
だ
暑
い

日
が
続
い
て
い
ま
す
。
6
、
7
月
と

「
点
検
商
法
」
で
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ

た
地
域
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

の
地
域
や
ご
家
庭
は
大
丈
夫
で
し
た

か
。
も
う
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
今
月
は
「
中
古
自
動
車
の
ト
ラ

ブ
ル
」
つ
い
て
、
事
例
を
挙
げ
て
紹

介
し
ま
す
。

●
事
例
１

中
古
車
購
入
の
申
し
込
み
を
行
っ

た
が
、
翌
日
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
。
違

約
金
と
し
て
整
備
費
用
が
販
売
価
格

10
％
、
他
に
車
両
損
料
と
し
て
1
日

3
、
0
0
0
円
を
請
求
さ
れ
た
。

●
事
例
２

中
古
車
を
現
状
渡
し
で
購
入
し

た
。
半
月
後
、
白
煙
が
出
て
故
障
。

購
入
時
、
試
乗
し
て
変
な
音
が
し
た

が
、
タ
ー
ボ
の
音
だ
か
ら
問
題
な
い

と
説
明
さ
れ
た
。
修
理
工
場
で
は
故

障
に
よ
る
異
常
音
と
言
っ
て
い
る
。

販
売
店
に
無
料
修
理
し
て
ほ
し
い
。

自
動
車
の
購
入
契
約
は
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
で
き
ま
せ
ん
が
、
契
約
成
立

前
で
あ
れ
ば
、
キ
ャ
ン
セ
ル
が
可
能

で
す
。
た
だ
し
、
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ

り
販
売
店
に
通
常
生
じ
る
損
害
が
あ

れ
ば
、
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
違
約
金
の
明
細
書
を
請
求
し
て

通
常
生
じ
る
損
害
か
ど
う
か
を
確
認

し
、
交
渉
し
ま
し
ょ
う
。「
通
常
生

じ
る
損
害
」
と
は
、
販
売
店
の
実
損

に
限
り
ま
す
。

「
現
状
渡
し
販
売
」
で
は
「
車
両

状
態
評
価
書
」の
確
認
が
大
切
で
す
。

評
価
書
を
み
て
、
修
復
歴
は
な
い
か

（
あ
れ
ば
事
故
車
）、
走
行
距
離
は
製

造
年
月
日
か
ら
み
て
妥
当
か
な
ど
を

確
認
し
、
必
ず
試
乗
し
ま
し
ょ
う
。

契
約
時
に
す
で
に
不
具
合
（
異
常

音
）
が
あ
っ
た
の
に
説
明
し
な
か
っ

た
販
売
店
に
対
し
て
は
、
無
料
修
理

を
請
求
で
き
ま
す
。
ま
た
、
重
要
事

項
の
説
明
に
う
そ
が
あ
っ
た
場
合

は
、
契
約
の
取
り
消
し
を
主
張
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
不
安
な
点
は
説
明
を

求
め
、
で
き
れ
ば
回
答
は
書
面
で
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

〈
注
意
〉

販
売
業
界
団
体
の
注
文
書
で
は
、

契
約
成
立
時
期
は
「
登
録
」「
修
理

な
ど
に
着
手
」「
納
車
」
の
い
ず
れ

か
早
い
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
場
合
は
信

販
会
社
が
承
諾
す
れ
ば
申
込
日
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
契
約
成
立
と
な
る
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

※
架
空
請
求（
は
が
き
）に
ご
注
意
!!

D o you know?

く
ら
し
の�

ヒ
ン
ト�

中
古
自
動
車
の
キ
ャ
ン
セ
ル

〜
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
る
の
？
〜

G
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
消
費
生
活
相
談
室

0
２
２
―

０
７
８
３

（
相
談
日
　
月
・
水
・
金
９
時
〜
16
時
）

お
　
な
　
や
　
み

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ
！

「
現
況
届
」
は
忘
れ
な
い
で
提
出
し
ま
し
ょ
う
！

昨
年
4
月
の
発
足
か
ら
佐
藤
勝
一
先

生
の
ご
指
導
の
も
と
、
大
鷹
沢
中
心
に

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
す
ま

ｉい

る
広
場
の
落
成
式
な
ど
市
内
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
参
加
し
、
活
動
の
場
も
広
が

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
太
鼓
に
つ
い
て

は
佐
藤
先
生
や
斎
川
孫
太
郎
太
鼓
さ
ん

か
ら
お
借
り
し
て
い
ま
し
た
が
、今
回
、

こ
の
事
業
の
お
か
げ
で
締
太
鼓

し
め
だ
い

こ

を
3
セ

ッ
ト
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
り

ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。
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生
涯
学
習
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1
以
内

②
補
助
限
度
額
　
1
団
体
に
つ
き
10
万

円③
補
助
期
間
　
3
年
以
内

●
申
請
期
限

平
成
17
年
9
月
30
日（
金
）

平
成
17
年
度
や
る
気
応
援
事
業
補
助

金
（
6
／
30
締
め
切
り
分
）
交
付
団
体

は
11
団
体
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の

中
か
ら
「
大
鷹
沢
子
供
太
鼓
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
交
付
団
体

に
つ
い
て
は
、
市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
各
種
事
業
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く

際
の
「
や
る
気
隊
名
簿
」
に
登
録
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
農
作
業
事
故

が
増
え
て
い
ま
す
！

共
汗
、
共
学
、
共
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
支
援
事
業「
や
る
気
応
援
事
業
」補
助
金
追
加
募
集
の
お
知
ら
せ

大
鷹
沢
子
供
太
鼓

「胃ろう」は不幸にして脳卒中などで神経障害が起き、口から
食べられなくなった人が栄養をとれるようになる一つの方法で
す。従来、点滴で対応しておりましたが、医療従事者の介助を必
要とするため、一般の方でも対応できる胃ろうであれば自宅での
療養も可能となります。
胃ろうの手術は上腹部の皮膚から胃に至るまで直径7mmほど
の細くて柔らかいチューブを固定するもので、このチューブを使
って水分、栄養、薬を入れることになります。この手術は細い胃
カメラを用いて行いますので、おなかに10mm程度の傷がつくだ
けで出血も少なく、手術も通常15分程度で終わります。皮膚麻酔
も行いますから、苦痛はほとんどありません。
栄養剤は健康保険の適用を受けられるものなどいろいろな種類
があります。当院の場合、栄養剤の入れ方について、入院中の患
者さんご家族に看護師より一定の期間（約1週間）指導をいたし
ます。最初は難しそうにみえますが、実際にやってみるとすぐ慣
れます。点滴と異なり操作性が良く、在宅介護には非常に適して
いると思われます。また老健施設などの各施設での受け入れも増
えてきております。日常生活ではお風呂が気がかりかと思います
が、シャワーはもちろん、そのままでお風呂につかっても何の問
題もありません。日常のお手入れは水でよく洗うだけで充分です。
歩行訓練などのリハビリにおきましても、鼻からのチューブが
ある場合に比べて快適性に優れ、効果が上がります。飲む、食べ
るといった飲み込むための訓練も可能となります。脳卒中などで

一時的に嚥下（飲み込み）機能が低下したため、口から食べられ
なくなった患者さんの中でやむを得ず胃ろうを造設したものの、
リハビリ効果でまた食べられるようになることもあります。これ
は胃ろうによる栄養剤で栄養状態が改善し、嚥下機能が良くなっ
たためと思われます。このように胃ろうはつくっても口から食べ
ることは可能です。おなかの穴から食べたものが出てくることは
ありません。さらに口から十分に栄養がとれるようになったら胃
ろうを抜くことも可能です。おなかの穴は数週間でほとんど元の
ように閉じてしまいます。
以上のように、胃ろうは点滴に比べて、患者さんの日常生活の
妨げになることを極力少なくし、免疫力も高め、さらには摂食訓
練も可能になるといった優れた方法です。
嚥下障害は、脳卒中をおこした人に多く認められますが、栄養
状態の悪くなった人、歯のかみ合わせの悪い人にも起こります。
この障害により軽度なものでは微熱から、気管支炎、ひどいとき
には肺炎まで発症します。今回、胃ろうについてご紹介いたしま
したが、これはあくまでも、やむを得ない場合に選択する方法で
す。軽度の嚥下障害では、口腔ケア、嚥下体操、直接訓練などの
摂食機能訓練を行い、その上で適応を検討します。気にかかるこ
とがありましたら気軽にご相談ください。
M公立刈田綜合病院　呼吸器科　　新川　光俊

内科腫瘍科　石川　　暁
025-2145

口から食べられない人の新しい栄養法｢胃ろう｣をご存知ですか？
えん げ


